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 第 ３ 章 で は 、 本 論 文 で 構 築 す る 双 方 向 結 合 マ ル チ ス ケ ー ル モ デ ル (以 下 、













RANS モデルのデータ交換法が提案され、特に、水平流速に鉛直分布を持たない NSWE モ
デルから水平流速の鉛直分布を表現できる RANS モデルにデータを送る際には、NSWE モ
デルの単一な水平流速値を、RANS 解析領域内の流速分布から推定した水平流速鉛直分
布に変換して RANS モデルに入力する方法を提案している。また、NSWE モデルと RANS
モデルの時間発展の違いを調整するための独自の工夫も行っている。 
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結合する必要があることが再認識された。次に、NSWE 解析と RANS 解析の結合位置をさ
まざまに変化させた解析を 2CLOWNS-3D を用いて行い、計算時間や解析精度を勘案した
最適な結合位置を判定する基準を提案した。さらに、海底勾配をさまざまに変化させた





































(1) 双方向結合マルチスケールモデル(以下、2CLOWNS-3D(2-way coupled long wave to 
Navier-Stokes -3D))の構築 








(2) 2CLOWNS-3D の検証および実用問題への適用性の検討 
 本解析モデルの有効性を確認するため、次のような検討を行っている。まず、
2CLOWNS-3D を単純海岸地形に適用し、NSWE 解析から RANS 解析へ最適な位置で接続し
た解析の結果、全領域に RANS 解析を適用した場合に比べ、解析精度を維持したまま、
解析時間を大幅に短縮できることを確認している。次に、2CLOWNS-3D を東日本大震災
における釜石湾での津波挙動に適用した。詳細解析領域は釜石湾口に位置する巨大防
波堤開口部とした。その結果、2CLOWNS-3D が釜石湾沿岸部の津波遡上高の現地調査結
果を適切に再現できることを確認している。また、解析結果から、開口部に設置され
ている水没ケーソンを滑動させうる流体力が発生していることが分かり、実際の滑動
被害と一致した。これらにより実用問題に対する 2CLOWNS-3D の適用性が証明されてい
る。 
 以上のように，本研究では，沿岸域における詳細な津波被害メカニズムについて，
波源を含む広域津波挙動と連動させて予測できる解析モデルを新たに提案し，その有
効性の検証や数値実験による実用問題への適用性について検討していることから、学
術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論
文として価値あるものと認める。また、平成２８年１月２８日、論文内容とそれに関
連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。 
 
 
